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した る事項 を報告す る ・ 伺 グ ル タ ミ ン 酸曹達製造 工程 牒 於 て 生成 す る紬 粉 離母液 に就 ζ眦 較

研究 1 た 。

　　　　　　 〔A〕　グル タ ミ冫酸葛遲結晶の 酸 化

　L 灘度 の 影響

　グ ル タ i ン 酸 ソ r ダ は豫 め溶液として 使垳す る 。

　　　　　　B6黯17び 　 グル ハ ン 酸 ソーダ f・　25・21
“／e

ノ

… N ・q − 1・126％

　 ヒ記液 1009 相當量探 り之に NaOH 液 を加へ pH ＝ 　7・6 （B ・TB ・）に な し 35％H ：021夜は理 論

數 の 2倍使用 して 酸化す る 。

　酸化 申の 混慶の經麺
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　　 1　　 表
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　　　　　 醸 化 温 度 　 　 　 se °

　 　 60 °
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　 　 80 °

　　　　 駈 翼温 度邏 の 時間（分）　　　　　　 7ノ
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／

　　　　　 11 〆
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　　　　 最 翹 の 澀 度 　 　 　 30 °
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　　　　 最　　終　　の 　　濫　　度　　　　　　　　　　　4go　　　　　　　　　　5go　　　　　　　　　　57e　　　　　　　　　　see

　分析結果 ；

　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　2　　　　表

　　　　　酸 ．ft 澀 度 　　　　　　 sq °

　　　　 60°

　　　　 7Q’

　　　　 BO°

　　　　 反 應 後 の 容 量 （cc ）　 　 　　 550 　 　 　 　 535 　 　 　 　 515 　 　 　 　 505

　 　 　 　 　 　 　 　 B6 　　　　　　　　　　　7．19　　　　　　 6．6．
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使 用グルタ モ ン 酸 ソーグ と淌費グ ル タ ミ．ySW ソー ダ の 差 を表示 すれ ば次の 知 くで あ る 。
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　1．琥珀竣Z）生戊奪は 温鹿と共 に 増加 し、50℃ の 49．029％ よ り 80。 C の 71．03％ を示 し て ゐ

る 02

・ pH は反翻 凱 共 ・ζ勵 ロρf齣 解あ る．が
6・0卍6・4 を示 す・

　 3，揮發 俊は 浬度 と共 に 増 加する 。
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　亙、麺酸化水素量 の 影響
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分析結果 ：
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次に 使用 グル タ ミ ン 酸 ソーグ と1餓 グ ノレ タ t ン 酸 ソ ーダ の差を表示 す掴 ま。
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　2・ pH は 大彊 ！こ 於て願次 低下する ・ 之は 過蓑化水素の 安定劑 の 影響に 依る ，の と思はれる 。
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使用グル タ こ ン 酸 ソ ーダと清費せ る もの の 差は H2 （）a の 使用量・こ比例 し て 増大す る 。
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40％ 濃度 の 72L3e％ よ り15％

濃度の 65，フ能％ 即 ち 6・6％ 低下 して ゐ る o 之 は 濃度の 伝下に よ り反應の開始遲 く所定温慶に なi6に
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に
．
て反應す る時間が 短い の に 起因する もの と考 へ る 。
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一 ダ 磋 は 激 の 大 な る 喚 ぴ て 減夢 る ・
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示 す もの で あ る o

　 w 、 食鹽の 影響

’
Glut・−Na の 結晶 を酸化分解す る ｝i浄は 食鹽に 獣 て は 殆ん ど考暉する必 要は無 いか GIUt・−Na の 結

晶分離舞 液 を酸化す る際 に は 解 ∫す る 食鹽が可な りの 影響 の あ る は 想｛象に難 くない
。 以

一
ド之に 就て

試驗した 。

　實驗の 方法 ； 使用 グル タ ミ ン 酸 ソーグ は NaCb2 ．373％ ・ Glut．−Na ＝・90・32％ の もの に ・し て

Glut．−Na 　100g に所定濃度の 食鹽水 300cc を加へ NaOH 液に て pH ＝ 　75 に な し 35％ H’
・q・

は理 論量の 2倍使用、温慶約 60℃ に て 酸化分解す る。

、食こ鹽スk¢〉濃度　　4．899％≒ 5．（）％ 、 9．856％≒ 10　g．6、　14814 ％≒ 15％ 、　19．654％≒ 2）g彡．
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　 　 59・5 °

　　　　　　論

　觀度の 差 ぽ 殆ん ど認 め ら
，

れ なが つ た が 食鹽 を添 加した
・fTが 發泡 早 く且 つ 過 酸化水素添 加終了後 も

盛に發生し 、此現 繰は 食鹽 の 添 加蜘 こ比例 し て ゐ る 。 ．
一

　ラ｝悉斤結果　：
・

の

　

⊃

　
．

　

　

　

酸

酸

％

¢

　
澱

　

　

　

　

　

數

幽
岬

張
監

雷
礁

へ

　

　

　

　

　

ケ

　

げ

　

　

　

食

騨
”

　

　
し

揮
．

琥

解

05C

・2．5slrJ
。

　 6．6・

　 0．690

　 0、5017260

　 0．049

　 7．10

　 0、24942

．18　
卜

66．90

11

　 5510

．0

　 7．lo
’
　 6．5

　 0，697

　 0．501

　 7L88

　 0．052

　 6．46

　 0．190

　 4059 　
’

　 64 ．33

表

10512

．58

．60

　 6．3

　 0．689

　 α493　・

7L55

　 0．059

　 8．56

　 0，24040

．6564

．4S

15512

．59

：6 。

6’．30

．686

　0．43770
．99

　 0Q65

　 9．47

　 0，25239

．6962

．96

2Q51510

、9D

　 6．量

　O．677

　 0．476

フ0．32

　 0．orolO30

　 0．26438

．4761

．02

使用 グ ル タ ミ ン 酸 ソーダ と淌費 ク
．
ル ク こ シ 酸 ソ ーダ の 差 を表示 すれ ば 次 の 効 くで あ る 。
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650

　 NaCl

　 ％

　 　 0

　 　 5

　 10

　 ）5
’
　 20

（杉 山 ・ 川野） グ ル タ ミセ酸曹逹 の 過酸↑と永素酸化 に 關 す る研 究 （第 3 報）

　 琥　珀　酸
一

N−一一一．

生 成量

4Z ；84

α5940

．6539

．6938

．47 ，

Glut ．−N ユ

ピ して

　 60．43

　 58．15

　 58．24

　 55．11

　 55，11

第　　　 12

　 醋　　酸 一
冖

b−．．H．u −一一m．
　 　 　 Gltl・「：．−Na
生 戎量
　 　　 E して

2．49 　　　　 3．49

L90 　
’
　　　266

2．40　　　　　3．36

2．52　　　　　3．53

2，64　 　 　 3．70

　 表

殘 存 NH1 −N
　 　

　 　　　 　　 　　 　合
　 　 　 Gl し1t．−Na 　

’
1DOcc 中
　 　 　 　 “

L して

O．049　　　　　5．91

0．0ε2 　　　　 6．23

α059　　　　　7．12

0．065　　　　　7．85

0．070　　 　 7．4S

計 　　差（％）

69．8367

．09　 f

68．7268

．2466

．26

22．6925

．7223

．9224

．4526

．63

　上記試驗に依 り反 應に對する食鹽の影響は 無覗ずる事は 醍來ない 。 即ち琥珀竣の 生成は 2D％食鹽

添加 に於 Fは 無添 加の もの 眦 し 孫 勺64 低値を示 す。 之 は 残存 NH ・

−N に 就て 見る 膿 鹽 膿

數 比 例 し て 厭 しマゐ る所よ 販 鰍 相當阻齢 れ る銑 鴪 。 鰍 用 グ ル タ ・ 酸 ソーグ と淌
　 　 　 　 　 1

費グ ル タ ミ ン 酸 ソーグ の差 が比較晦大なる は反 憲盗度 う牴 い の に 依 る もの と思ぽれ る 。

　　 　　　 　　 　　 　　　 　 t 　　 挿

v 、 反應相の pH の 影響 　
” ‘

結晶 Glut−−N ： の 漕液 （pH ≒ 6．2）に H
：O ， を添加 す る も浬度上昇せ す從 つ て 反應は殆ん ど起 ら

な野 故 に 炭駿 ソ 「 奴 崎 性 ソーグ を添
Tm

　L　7
：
0 以 k の pH に 就て 行 つ た

’
。

　 e

硬 用 GIUt．−Na 液 は．次の 如を もの で うる 。

　　　　B6 ＝ ＝15se　　 NHz −N ＝2．216　 ，Glut．一寅．，− 26．7g 　　　pH ≒ 62 （C ．P ．R．）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

　 L記 を 100g 相當量燦 ）約 35％ H ．0 − 200ccに で 酸化する 、 温慶は 60°

及び 70°

と し た 。

’

　酸化中 の 温廈の 經過 ；

第　　 　　13

炭 酸 ソ　
ー
　タ：

裳

　 　　 　　 　　　 　　 PH ＝7・0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

−
−

酸　　　fヒ　　♪温　　　度　　　　
．6QO　　　　フoo

所 要温度迄 の 痔問　　　 13，　　 14〆

酸　　化 　　時　　間　　　　　q7’　　　 67 ’

　　　　　　　　　　　　 ノ
最 初 の 温 度 　 30Q 　 31°

最 終 の 温 度 　 5
’
70「　 60 °

苛　性
・

ソ　 ー　 タ
凾

　 　
一L

一

　p甘＝7．5　　　　　PH 　i＝　7．O
　 　　　　　　　　　 　

り
600 　　

’
　 700　　　　600　　　　7GO

12’

　　　 」 1’　　　　15〆　　　　16！

60’　　　65「　　　65！　　　65）

300　　　　310　　　　300　　　　28 ．5D

560　　　　580　　　　60e　　　　580

　pH 　tS　7．5
−

600 ，　 70°

13t　　　 17t

66！　　　 65！

28 ．50　　　300

600　 　 67 °

分析結・果 ：

反應後の 容量（C の
』

　 　 B6

　　　第

　　炭
’

酸　 ソ

PH 　＝＝　7．0
へ

600　　 700

526　 　 505

5．50　　　 5．50

一

14　　　 表

尸　　ダ

pH ＝ 7．5
．− s −A ．v −
600　　　700

524 　　　507

5．5．

　　　 5．50

　　苛 性　 ソ　 ー　 ダ

　

　pH ＝ 7ρ 　　　　 PH ＝ 7．5
− 　　　　　　　　−

600　　　　7QO　　　　6つ
0　　　　700

516　　　　505　　　　ち26 、　　　5C＞5
ヒ
5．50　　　5．50　　　5．50　　　5．50
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⇒澱

　

　

　

　

酸

酸

量

蜘

藻
・

・

蝋

反

　

　

　

　

　

揮

琥
〃

（杉山 ・ 川野） グ ル タ ・ ソ 囎 逹 の 過酸 化 水離 化1：anす る研究 （第 3報）

　　　　　　　　　　　　 r

　 6．8Q

・731
　 0．51169

．90

　 Q．0811LO8

　 0．204

・　46 ．05065

．97

乳O　・　 7．O

O．710　　　0．726

0．519 　　0515

73．10　 7993

0，064　　　0．029

9曾01　　　 3．99

0．255　　　0．工98

47．495　　46，610

68．041　　 66 ビ77

7。0　
．
　　 6．8

0．ケio　　　O ，732

0524 　　　0，514

73」80　　 70，21

0．023　　　0．⊂52

3．22　　　 7．10

0．243　　　0．177

47．2こ〕0　・45．047

67．62　　 64．54

7．OO

．712

・O．53274

．570

．C456

．170

．32147

．5006B

、05

7ρ

0．7270

，51070

．840

，047
’

6．45
丶
O．三8B46

，52266

．65

　 　 651

−7．0

α7070

．51773

．12

つ£
．436

．081

0」26448

．Oと568

．88

　上 記試驗町飲 り琥珀酸の 生成量は 炭酸 ソーグ 、苛性 ツ ーダ の 間に は 何等の 差異は認 め られ な い が

，爾者共酸化澀度が 60 °

と 、
70°

の 間 1（：は 1 ・
γ 3 ％の 差が 認 め られ る NHs −N は 6b° C の 場合に は

T ．N ．に 對して 約 70％ で う る が 70°

に 於 て は 約 73％ を示 し て ゐ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　 要　　　
．

醫

　結晶 Glut・−Na 酸化 に對 す る諸條 件に就 き試驗 し次の 結果 塗得た 。

　1：琥珀駿の 生成ば 酸化浬度，こ 比 例 して

1

塘加 し 50。 C に 於 て は 約 49％ （對理 詮數 ）で あ る が

8D℃ に於 て は 71％ を示 し其 聞 に 22％ め差が ある。　 T ．N ；及揮發酸は 淅次域少す るは 之迄 と同樣

一
，，，　foる ． NH 、

−N は激 顧 す隷 プrC で 72．S1％
i
（T 　N ．、噛 し） に し て 8］℃ の 72．3％t

’

殆ん ど變 らな い ・ 叉使用 Glut・−Nn ξ淌暈 G ］ut ．iNa の 差 は 反應
11
黷 を逆比例する が 、80℃ に 於

て も 19．26％ を示 す。　　
’
　　　

「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　 ム

　2， H ，02 使 用景は 理 論量の 3 倍で 琥珀酸の 生成量は 最高に 達 し 72．93％ を示す ρ 之 以後は急 激

に 減少 し 4 倍 に 至 ；） 62．38％ に 低下 する 。 其・他 の 成分は之迄と餘 り攣 うはない
。 　 　 ピ

　 3． Glut．−Na の 濃慶は 之 tC比例 し て 琥 珀酸の 生成量は 増穴 するが ．2  ％ 濃鹿以 ltで は 大な る差

ば 無 く、 40％濃凌 に 於 て は 72。38％ を示 す 、
一・
又使用 Glut．一．N ユ と淌農 Glut“ Na の 差は Glut．−Nu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

の 麒 娵 鯛 す ・15％ 濃慶 鯲 て 約 28％鯱 鯲 諢 灘 翻 外嚇 廊 攣化す る 炉
す 畛

で あ る 。 　
1

　 　 ．．　 ’　 1

　 4　食鹽は反應に 相當 の 影響が あ る 。

．
食鹽 20％ 添 加 に 依 り琥珀酸の 生成 は約 6 ％低下する 、 其

他 の 噸 は N ・ Cl の 添 加 に 依 妙 し宛變化があ る ・

　 5： 反應相 の pH は 6．2で は反應起 らす少 くと も 7．0 以 上 で酸化す る 必 要が ある 。 而 し て pH を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
調節する に N 亀CO3 及 ．NaOH に 依 わた る も其間 に 殆ん ど差は 認 め られ なか つ た 、 而 し て pH 　

・

7．0 と 7．5 の 聞に も變化は 認められな が つ た 。

〔B〕　グル タ ミン 酸曹邃合離母液の 酸化

グ ル タ ミ ン 酸 ソーダ結 品分離母液は結晶に 比較 し食鹽並に其他の 不純物多 く、 之が酸化に は結晶
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　　　652 　 （柳 1・ 川勤 グ 岬 ・ ソ 酲鱗 勘 過醐 脉 素醐 ヒ1・ 吊｝1％ 研究 （篤3 葡

眦 し可 舳 の 攣櫛 る は 想像に 難 く如 ・ 本麟 糸繰 に就 て 見 る戯 壬臼酸の 韓 癰 鵬 68瓣
「
に し て 結晶に 比 し約 4 ％の 低値を示 す 、之 ぱ 測定せ る N 璃

一N を全部 グ ル タ ミ ン 酸 ソ ーグ と し て 誌

算せ る褓 に よる もの 認 隙 る・ 工乂下噴駆 敵 躙 徽 欄 獣 黻 應搬 ア 効 喚 こ

な し酸化す る場合 σ）條件，即 ち浬度、Gi］utt．−Na の 濃度及ザ H20 ，
・の 景 の 影響 に 就 き試驗 し、之 を

　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ

鹽化第二 鐵鞭 用せ る場 含と比較をな した 。 且叉 pH を調飾 する爲め淡酸 ンーグ 、 苛性 加里、ア ン

モ ＝ア 水 、 燐酸第二曹逮 を使 用 t
．
て分解 の 程度を比較したも

　、1 、瀝度り 影響

　使用母液の 成今は次の 如 くで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ
　　　　　　　B6 　　　　 19．ge　　　　　 Naq 　　　　3．86ブ　　　　　T ．　N ．　　　2．551

　 　 　 　 　 　 　 NHs −N 　　 O．152　　　　　 NH2 −N　　2，2ヲ3

　　〆 　 　 綴 咽 麓 部 グ 岬 、 ソ 酸 ソ ータ
・
・ して

一blEす itl：
・
・2768 ％

　 上記 母液を Glut．−Na　1009 相當量探 の之 に 水 を加へ て 400cc に な し、
一

之 に NaOH 液 を加1へ

ご pH ・一フ・2（B・T ・耳 続）に な し・3655％ H ：・Og を 理 論量の 2悋使 用 し て 酸化す る ・ 其時閥 は 可 夊

的 に 80分 とした が 多 少の 不司あるは止む を得 ない 。

1

　
’
酸化中の 温度の 經過 ；　

’

度

黼

間
．

度

度

轟
時

蠶

・

撃

駕

酸

腰 、
酸

最

最

第

50e7t7B

「

31e49

．5°

1560010t81t

气le59
°

表

70015tBO

！

300570

8（　
ol7t81

／

30065e

分析結果 ：

　 酸　k 温 度
’
反應後 の 容量（CC）

　 ”　 　 B6

　 ”　　 pH （M 。R ．）

　 　 　 T．N．

　 　 NHs −N

　　
” ： T．N ．・

　 　 NH2 −−N

　 　 ”　 ：
「T ．N ．

・揮　 　選　 　酸

現　 珀　タ
　 ”　 ：　 理 論 歎

’

第

　 50 °

　 597

　 7．8e

　 6．2

　 0β57

　 0．57667

．21

　 Q．工3015

．170

．34247

．1467

．53

16600

　 5937

．306

．30

．8490

．57667

，84

α0627

．300

．37847

．4768

．01

　 700

　 5557

．106

．60

．7970

．56070

．27

厂dρ 556

．920

．43846

．2366

．23

、

丶 使用 GIUt；
−Na と淌費 Glut．一・Na の 差を表宗すれ は次 の 如 くで あ る 。

800

　 553Z2e7

，00

．787

，Q．53267
．60

σ．0587

，37　
．

O．43244

．5763

．呂5
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50 °

60e70e800

（柳 1・川野 ）
’

め 冲 ミ ゾ 酸曹蓬 の 過 醐 毛水 薫 靴 に 附 赫 研 究 （第 3 報）

　 琥 珀　酸
宀

黨 成量

47．1447

．4746

．2344

．57

G 「
ut ．−Na

き して

　 67．〜3

　 68．01

　 6S．23

　 63，85

第 　 　 　 ユ7　　 　 表

　 醋 　 酸 　 　 　 殘 存 NH 广 N
t−−v 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’M−
x 　 　 　 　 s

− − −ロht．　 に　

鰔 量 響監
鷲 し

・・喇 1

黠 モ
Na

3．42 　　　　　4．79　　　　 0．量30　　　
1
　5、69

「
3．78　　　　 5．29　　　　　0．062　　　　　7．48

4。38　　　　　6．13　　　　0．055　　　　　6．64

4．32　　　　　6，05　　　　　α058　　　　　7．eo
　 　

tl

合 　計

88．O 夏

80．？778

．9776

．95

．653

差（％）

11．9919

．2321

．0323

．05

　上 記試驗たよ り琥珀酸の 生成 率は 60℃ の 6＆01％ を最高厂 50丶 7Q°

、 80つ
の 順に 低下す る 、

使用 Glut・−Na と淌費 Glut．LNa の 差は次第 に 檜加す る 。 之 は 澀度の 上 昇 と共 に 縮合其他 の 副反

鷹を俘ふ もの と考 へ られ る 。 其 の他の 成分の變化は之迄 と餘 り攣 りは ない 。

　 臥 過 酸化水素の 量の 影響

　使 用原液並 に 過駿化水素の 純露 ま前實驗 と同一の もの で あ る 。 酸化濃廈は 70° C と…し、馬 Og は

理論量 の 0．5、1．O．15．2．0、25
、
3．0 倍 とした 。 　pH ＝7護

酸化 中の 温度の 経過 ；

　

間

問

度

度齋
　

所
．

酸

最

最

第

O．5 ．

14t40

！

310700

81

　 LO

　 15t

．−　 51「

　 300

　 76 °

表

L513

／

62！

31°

6go

2．514t96

’

3L50540

3．016
！

120t310410

分析結果 ：

H2092 倍使 用 の もの ば 前試驗の 數宇 な探つ f；もの で あ る ・ 、

　 　 H20P

反應後 の 容量：C の
”　 　 B5

”
　．　 pH （M 。R ．）

　 　 T ．N．

　 　 NHe −N

　 　 ”　こ T ．N ．

　 　 NHfl−N

　 ”　： T ．N

揮　 　 發
・
　 酸

琥　　珀　　酸

．
”

　：　魂 論 數

054477

．806

．80

．880G

．35139

．890

．468
　　 亀
・53．18

α14324

．8735

．63

第

1．04867

．36

．60

、8650

．55063

．5BO

．19222

．200

」2三642

．446

α80 ．

19L55297

，26

．4Q

β430

．E6366

．390

．09411

．Q80

．24C45

．5265

．21

表

　 20

・
　 555 ．

　 Zl

　 6・β
　 O．797

　 Q．560

　 70L27

　 0．055

　 6．92・

　 0L438

　 46．23

　 66。23

使用 Glur．一・Na と淌費 Glut．−Na の 差を表示すれぱ次の 如 くで あ る。

z56358

．0620

．8110

」5707

つ280015L85

、

O．45047

，5568

．12

u，0684896Jo

．7B80

．5677L95

αOり30

．38

α48645

．85
　 　 165
．69
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H り0；

使 用 量 　 生成量

O．5　　　　 24．87

　 1．0　　　 4z44

　 15　　　 45．52

20 　　　 46．23

z5 　　 47・55

3．0　　　　　45．85

　 琥　珀　酸
一

、

第

醋 　
’

酸

rv
．’− v

」

20

Glu 亠．−Na
E して

．35．63

　 60．80

　 65．21

　 66．23
　 　 1」
　 68．12

　 65．69

生 成量

O．三430

．2160

．2400

．4380

．4500

．486

Glti・［：．−Na
と して

2．QO3

．G23

．366

．136

．306

．80

　　表

　殘 百1NHr −N ，
广
一剛■一一mu

100cc中

O、4EGO

．1920

．0940

．0550

．0150

．oo3

Gt 、、t．−N 。 　An 計 　差 ⊂％）

E して

5515223

。171L346

．64t

．810

．36

93 ：工5　　　　　 6β 5

86．99　　　　　風3，01

79．91　　　　 20D9

79．OO　　　　21．OO

76．23　　　　
’
23．77

72．85　　　　　27．15

　上記試驗に依 り

　 L 琥珀酸の 生成率は H202 が理 論量め2．5倍が最高 に逹 し 68．12 ％ を示 す 、 之 を結晶 を使用 し

た る場合の 2倍 に 比 し 多 く要 する 。 然 し H20
， を理 論 量 を使用せ る もの lcて も約 60％の 生成率を

示 し て ゐる所 よ り見れば大體 Glut．−Na の 分解 は 終る もの と思 は れ る 。 第2D表に 就て 見る も理 論量

以上 の 使用 に 依 り其差が急激に増大 し縮合其他の 副反應が増 大する事 を知る もの で ゐ る 。

　2． pH は 順次低下 の 傾向に あ る 。 之 は H202 の 安定劑 と し て 添加 さ れ た る 酸類の 影響に 依 る も

の
．
で あ る。

其他 1．）變化に就て は 之迄 と餘 り差異はない 。

皿 、 グ ル タ ミ ン 酸 ソーグ の 濃慶ゐ影響

使 用 Glut．−Na 母液 の 成分は次 の 苅 く1で あ る q

　　　 B6 　　 128
．40　　　　　NeCl 　　　6£ 84

　 　 　 NHt −N 　3、709　　 　　　Glu匂
一Na 　 44．768

1一巳N．　　
・3．913 NH3 −・NO ．173

・e・：e母液 10D湘 齷 拗 之に フkを加 へ て Gl…
−Na 濃度 獄 々 40t　35・　30・　25・

・20％ 1硫

る如 くし之に ・NaOH 液を加 へ て pH （B．TB ．紙） 7．2に す る 、 酸化
’i度 60℃

，
　H20 ゴは理 論量の

2｛萇 （35．53％）｛吏用 o

　酸化 中の 浬度 の 經過

　 　 　 　 　 　 Glut．−Na ％

　　　　　歴
　 　 　　 　 　 　 温 度逅 の 時間

　　　　　　　 化　磚 　 問

　　　　　 最 初 の 温 度

　　　　　 最 絡 の 澀 度

・ 芬析結果 ；

　 Glut．−Na ％

反 應後 の 容量（C ¢）

第

40　
』

12！

83／

3L5057

燈

第

如

姻

21359

’

83t31

．oo56
°

2235488

表

30

　 7「

78 广

31．O °

55 °

表

3。

枷

25

！3！．

8 盟
ノ

30．oo540

2『
575

2012t980

（

3Loosoo

20680
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’
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δ訳娜　

凡

頭
〃

　

　

　

　

酸

馥

數

瓣

罵

　

　

　

　

揮

琥

〃

反應後 の B4 7，9DO　　　　　　　7，4⊃
0

6．2　　 　　 　 6．4

0．806 　　　　 08 口

0．554　　　　　　　0，563

68．
宀
3　　　　　　？O．04

0．095　　　　　　　0．065

11．79　　　　　 8．63

α372　　　　　　α363
．

45，95　　　　　　46．73

65．83　　　　　　66795

7．15°

6．50

．82⊃

O．56669

．020

ρ445

．3ラ

O．34847

．8868

．60

次 に 使 用 Glu．t．−Na と淌費 Glut．−Na の 差を表示 すれ ぽ

Glut ．−Na

　 ％

　 4G．

　
’35

　 3つ

　 ．25

　 2⊃

　 琥　珀　酸
一 ．

鹹 量 黙
Na

45．95　　　　　65．83

46．73　　．　　66．95

47．88　
．尸

　　68、6つ

47．08　　　　　 67．45

46．46　　　　　66．56

第　　　　23

　 醋 　　酸
冖 　　

，−iN − ・
　−

　 　 　 Glut ．−N ：・
生 戎量
　 　 　 ミ して

3．72　　　　　5．21

363 　　　　　5．08

3．48　　　　　4．87

3．35　　　　　4：69

3．21　　　　 4．54

7．loo6

．20

β370

．56367

．2SO

．0607

．160

．33S47

．0魯

67，45

　　表

　痩 存 NH2 ・・N
一

　 　 　 　 GTut −Na
100cc 中
　 　 　 　 ピ して　 1

・O．つ95　　　　　正1．47

0．065 　　　　　　7．Ss
O．044　　　　　　5．31
．O．⊃60 　　　　　　　　7．2

’
4　　　　　 ●

O．050　　　　　　6．04　
．

7．1QO6

。60

．836
』

0．57969

．2SO

．0505

．980

．32446

．4666

．56

』
合　計　　差 （％）

82．5】

79．8878

、7879

．3877

，14

17．4920

．122

！2220

．6222
．ε6

　　ヒ記試験1こ 依 ；）琥珀酸D 生成零は GkrtrNa の 濃度 ，｛ 3D％ が最 畑 こ し，丁 理 話數 つ 68・60％・吹

で ．25％ 濃度 7） 6∴45％．て 、 共間 に は 大 なる差昧無 い 、 之 よ ） Glut．−Na は 25〜30｝6 が適當で

一は な い か と考 へ る 。 使用 Glut．−Na と淌覃Glut．−Na の 差 は 4 ％ 濃変が 17．9 ％ に し て最低を

示 し、他 は 20％ 前後で 左同小異で あ る 。 　
』
．　　　

．

　 W 、、反應相の pH の 影響　　　　　　　
’

　　蕗 E實驗 に 於 て は pH を調整する に苛性曹達液に 依 っ た が 、 其他 の 鹽基性物質 （NH ，OH ，
　KO

H ， Na2COn
， 尚參考の 爲め Na2HP こ）9 並 に Na2S を便 用した）に 就 き共影響 を試驗 した るが

Na2HPO 愚 ．を除 き他 は大同小異の 結果 を得 た 。

　 使用 Glut．−Na 液は吹の 如きもめで あ る 。

　　　　 B6 　　　20．1e　　　　　 NaCl 　　　 3．9フ3　　　　　T ．N ．　 2520 　　　　　NH3 −N 　O．101

　　 　　 NH 雪尸N 　Z368 　　　　 Gtut −Na 　28．582　　　　 pH 　＝ 59

酸化温慶は 60°C ， pH ．は 7．0；7．5 （B．T ．B。紙）の 2種 に 就 て行つ た 。 、

醵化中の 温度 の 經過 ：

・
　　　　　　 pH

　　所 興 温 度迄の 時間

　　酸　 化　時　憫
齟

　　　　 第　　　　24

NH40H 　　
／

　Na2CO3
．・s −■−・−■e−L　　　　 −

7陰0 　　　　7．5　　　7．0　　　　7．5

91　　 10ノ ．　 13’　　 ツ

82 ρ 、　 7伊 　　　84／　　 85ノ

　　表

　 KOH 　　　　 NarH　PO4 　　NinOH 　NagS
− −−− vH ．

　　　 ！
−．．．d・N −．−−−−

7．0 　　　　7」5　　　　19　　　　39 　　　　6．0　　　7。5

11’　　　　8’　　　31／　　　 13’　　　　8ノ　　　蓋1’

e〔ソ　　 6（y　　 857　　 80／　　 84』　　 82广
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　 656　　　　　，（杉 lli、　Jll里予）　　クr ル
』
タ　ミ　ゾ 酸 曹う垂の 謎蚤蚕埀引ヒフk素再芟fと1：開

．r る研 究　　（第 3 報）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曼

　　　蟻 初 の 濫 度 　 31 °
匿驢

31 ° 29 ° 31°

算5・ 3・
° 31°

13
・

° 31・5° 31・・°

　　　最　　終　　の 　　濡」　度 　　　　　
’
560　　　560　　

’
58．50　　6〔〕

0 　　　　530　　　590　　　520　　　550　　　58e　　　r580

　Na2HPO419 使 用せ る もの 嵐濃慶の ．ヒ昇は 極 め て 徐 々 に し て 60℃ 迄上昇す う に 31分 を要す る 。

Na ；S ぽ H202 に 依 り酸化せ られ
・S 、を游離 し淡 黄白色の 沈澱 を生ず る 。

　分析結果 ：

　PH （B ．T．B ．）

反 應後の 容量 ：cの
〃

〃

揮

琥

〃

　 B6

　pH （M ．R ．）

　 T．K．

NHs −N

．”　： T。N ，

NHe −N 　　　　＿
”
　： T ．N ．

　 ■

　 發 　 　 酸

　 珀　　 酸

；　 理 論 數

NH40 β
一

7．05706

．806

．20

．826O

．594
．
　O．6σ9

71．91　　74．36

α。390 ．。2gt　 O．007
’
e．02b

　第　　　 25　　　 表

　 　 　 Na2CO ：l　　　　 KOH
　 　 　 ・vv ．　　　　 一 ・員、
7，5　　　 7．0　　　 7．5

580　 　 580　 　 588

6．9　　　 7．3　　　 7．｛〕

6．1 「
　　 6．6　　　 6．6曽

　　 　　 　　　 　 冒
O．819　 0．8D8　　0．809

　 　 　 0．572

　 　 70．79　 68 ．23

4．72　　　3．54　　　0．87

0，357　　0．264　　0，273

46．52　　4755 　　46 ．46

66．65　　68．t2　　66．56

聾 B．T ．B ，紙に 俵 る 。

0．552　、0．579

　　 ．7L31

　　　 0．023
「

3，58　　　2．83

0．234　　0357

47，55　　47 ．44

．68．12　 6Z97

　 　 　 　 　 　 Na ！HPO4 ．　　N 助 S　 NaOH
　 　 　 　 　 　 − 　　s

7ρ　　　　7．5　　　39 　　　19　　　　7．5 ．　　 6．0

575　　　5？5　　　585　　　587　　　575　　　568

7．3　　　　6．9　　　　7．3　　　　フ．？　　　　ラL白　　　　7r8

6．2　　　．6．4　　　　6．0　　　　5．8　　　　6．4　　　　62

0，8！2　 0．796　 0 ．794　 0．763 ・　O．812　 0．815

　 　 　 0．675　　0585 　　0．533　　0．575　　0．584

　 　 72．28　　73．43 　　69．85　　70 ，81　　71 ．65

　 　 　 0，0 工2　　0．046　　0．080　　0．Ol4　　0．023

　 　
．
」．50　　　5こ71　　10．50　　　1ン　　　　3．43

　 　 　 α347　　0 β75　　0．336　　0．348　　0．345

　 　 　 47 ．B8　　45．！6　　39．29　　47．57　　43．26
　 　 　 　 　 　 　 J

　 　　 68，6つ　　64，70　　5629 　　68．15　．6）．98

次 に 使用 Glut．−N ： と淌費 Glut．−Na の 差を
』
表示 すれ，ば

　　　　　　　　　　　　　　　第　　 26　丶 表

　　　　　　　　　　　 琥　珀　酸　　　　 醋　　酸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

− 一一nyV
　 　 　 　 　 　 　 pH

NH40H

Na ！COii

KOH

Na
！
HPO4

Na ±8

］　
TaOH

■05
」
77

｛
0
く
凵

ツ‘
7｛
0β
D77｛

 
39

瑪

〜
i

O　6

、

生成 量

46 ．5247
．5546

．4647
．5547

．4447
．88392945

．1647

．5743

．26

Glut，一・Na
t して

66．6563
．126

ろ．5663
」2679768

、6り

56．2964
．7068

．1561

．98

　　　 　　 　　 　 殘 存 NH2 −N

覊 蕚癌 ・ 蕪
「

窪
1

艚
合

3．572
ゐ42

，732
．343

．573
．473

，36．
3，753

．483

．45

5．003
．70
’

3．823
．235

．QO4
．ε64

．705
，254

．874

．83

OK〕390
．0290

．f）070
．029

．

O．0230
ρ 120

．046
、O．080
　 　 　

0．0140

．028 ・

4．7重

3、50

α 843

．50

．2．う8　 ’

L455

．550
．0971

．693

β8

計 　 差 （％ ）

76．？6’

75．3274

．9074
．go75

，7574
．9165

．54’

709274

．6170

．1）

23．6424
．6825

．1σ
．

，25．10．

．
’
24。お
25．Q933

．462
／0825

．3929

．81

　上 記試驗に よ り琥珀酸の 生成 挙は NH ，0 ｝1・　Na2CO ： 及 び KOH 何 na・）場合に 於て も pH 　7典、
　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
に て ほ約 66％内外 を示 し 、 pH 　7．5 に て は 68％ 内外に しで大差は認 め られ ない 、 然 し Nn2HPO 引

鞭 用せ 騨 の は 3露 1唹 て は 647％・lg に て は 56％ を生成する に す ぎなL・
・ N ・

≒
S で pH

．
を

ア5 に な、し酸化せ る もの は 63，15％に て 他 と比 較して 殆 ん ど變 りは ない 、 NaOH に て p益 6 に な

した る もの は約 62％に して ．少々 低 い 値を示 す 、 要する に pH を調整す る に は 如何なる ア ル ヵ　
−V で 志
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支障は な く、

．
唯 15 附近 に て 酸化 すれば よ い の で は な喚か と考 へ る。　・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

．
使 用 aUt．−Na と淌費 Glht−Na の 差ほ Na2HPO4 を除 き 他は大 體同樣 な結果 を與へ 25％内

外 を示 す。

　▼、鹽化第 2鐵を使用 せ る場合

　前記 ア ル カ リ類使用の もの と地較する 爲め今回の 試驗 を行 つ たの で あ るが殆んど差 の 無 い 事と知
　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

？た 、 使用原液は前回 1．2 の もの と同 じで ある が ボ 酸化前
゜ NaOH 液 に て pH を 6．8 （B．TB ．紙）

まで 中和 し 10％ 鹽化第二 鐵液 3cc 宛添加 U．た ・ Glut．−Na の 濃度 ぱ 25％ とし共 1009 相當量探

り、 HeOtは 3655％ の もの を理 論量の 2倍使用 しk 。 酸化温度は 40°

、500、60e、70°

と した o

酸イ帥 の 温度め經過 ．：

ゑ

　

　

ゆ

　

　

　

温

脚

時

鎌

化

喫

蠶

酸

所

酸

最

最

度

砌

幻

　

　

　

酸

酸

數

醗
蝋
胤

發

・

囎

酸

反

〃

〃

　

、

　

　」
ノ

揮

琥

〃

果結
．

析分

第

40018186

〆

オ）0400

27

第　　　 28

　 400

　 600

　 7．950

　 5．9 、

　 0．85
’
1

　 0．57066

．98

　 α 058

　 6．81

　 0．339

噸：
8465

．6？

亀

500

置8！

80！

22049

．50

表

表

5005987

．7506

．10

．854

α58冫

68．730X

）485

・62

α弓02　
・

47．9768

，？2

次 に使用 （｝lut．−Na と淌費 Glut．LNa の 差 を表示 すれば

酸化濃度

4，　oesoe6Q

ρ

70e

　 號 珀　酸
　

鹹 量 呈
置

寝
Na

45，84　　　　 6567
　 　 　 　 し

47．97　　　　β8．72

47 ．32　　　　 67．78

46．91　
層
　　 67 ．21

’

第 　　　　25

　 醋　　酸
一 一

　 　 　 Glut．呷Na
生 成量
　 　 　 E して

3．39　　　　　4曽75

4．02 　 　 　 5．63

4．26　 　　 596

4r47　　　6．26

表

60015

！

83／

220
’

、560

60e
’
5827b

つ
゜

　
’

6．2

て）．8160583
．

71．450

．0384

．651・

O．42647

．3t67

．78

　 殘存 NHs −N

1蕀 i癌 ・ 鯛

．0」058　　　　　7．OO　　　　　77，42

0D48 　　　．　5．79　　　　　80．14

0038 　　　　　4」59　，幽　　78，33

0．023　　　　．2，78　　　　　76．25

70e19

！

81〆

22●

630

700E657

．6つ゜

6．40

．8σ905817L820

．oas2

．820144746

．9167

．21

差 （％）

　 22。58
’
　 19．86
、21．67

　 23．75
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　上記 試驗に よ り琥珀酸の 生成 李は 5）℃ の 68．72％ が 最駕に して 60。

、 70e、 4り℃ の 癩て低 下
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　

する 、 NH ，
−N ， 並 に 揮發竣は激増 7） 傾向 て ある。 叉使用 Glut．iNa

’
と淌費 Glutr．−Na が 5）℃ が

最低 軍して 19．85％ を示 し 、 70℃ の 2〕．75％ が 浸高で う る故 に 恐液 」（就 τ も彊 3 て 鹽化鐵の 如

き觸媒 を使用 す る必要 はない 。

要 旨

　 1．琥珀駿の 生成率は （pH ＝・72 、　H ，02 ± ・2倍 、 酸化博聞 8γ）浬慶 60°

か最 友に して 理 論數 P

68．0％ を示 し 、 50° 、 70°

、 80。
の 順 ：低下する 、使用 ．dlu亡．−Na と淌費 Gut ， N ユ の 差は澀慶に

比例 して 1曾大する．80e で は 23．05疹 で ある。

　 2・ H202 は理 論量の 2・5 倍使 用 ：こ於て （浬 慶＝＝70う

・ pH ＝ 7A）琥珀駿の 生成率は 最 大に して

68．12；S・
，
で ，H 及び

．

T ．N ．は順 觝 下 する．
　NH 、． N は漸囎 加 す 詠 H ρ ， 魂 倍咥 り聯

一定 となる （T ．N ．
』
に對 し約 10％）。 　　 ’

　 3．酸化に 潦 して Glut−Na の 濃度は （pHt7 ．2、　tere−・60．e 、　H202＝・r倍 ）30％
．
が最 大に し て

理 論量7） 68．6D％ の 琥珀竣を隼成 ずる 。 25％ 濃 慶 こ於て は 67．45｝6 で其間 て 大差は 無 い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　 4． 反應相 の pH は Nf｛，つH 、　NtLC りs、及び K α ｛何 i・しの 場 知 こ於て も琥珀酸の 生成率は pH

7．0 で は約 65％、　pH ・ 7・5 で i
・i・ 68；

’6 内外で 翻 差は 無 へ 然 し N ・！2HP つ・ は 他 c 比鞍 して 可な

り低
．
へ ．N ．0 ｝｛で pH 　6 に 調整ぜ る もの は約 62％ で 少 い 一

d 要 す る に 酸化苅の pH は 7．51s産近 ．

になせ ば よ い
。 ＃他 の ：N分つ變化 は従・；  もの と餘 り變 りは な い 。 　 　 　 ，

　5． 鹽 f匕第 2鐵と使用 して 上記 と比較 した る に 琥珀駿 D 生成 馨は 50つ

（pH − 6．8
、
　HeO ，

＝2tK、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

FeC13＝）3 ％）が 最 i
くlcして 68．72］彡．60

°

、 70  40eの 順 こ低 下す る 、 之を FeCl3 を使用せ ざ る

もの と殆 ん ど差は認め られ 蔵い
。

総 括

　本報 に於 て は Glut −Na 結晶及 び其分誰母波の H 窪鉱 酸化 に 對する 諸條 件 （但 し觸 煤を使Ajせ

牛 ）を測定 した の で b　．9 　J
’
　9．・結論 として 琥珀竣つ 生成華ぽ結湘の 方 が母夜 よ りも多 W

、 即 ち前者 は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダ
約72％、後者ぽ約 68．6 に し て 共：毋 ご約 ．4％ の 差が う る 6 然 し 母液 は存在 する NH ゼN ・

を全 部

Glut．−Na 　Nと して 計算 し た る を以 て 當然 含有する ！
’
推定 され る他 ｛）ア t ノ 酸 も共内 こ包含 され て ゐ

るの で うる 。 敬 こ 之雀を考慮・こ 入 るれ：ま（現在 ？所 Glut・−Nn の 正 濯なる 測定法は無 い ）？．5大 し

な差は 無 い もの と愚考 『る 。 次 こ爾者 ひ 貌珀竣生成鼬 柴件 を表示 すれば

　　 　　　　　　　 紹晶　　 母液

酸 化 温 度 （co）　　　80 °

　　　6⊃
o

Gluk −Naua 度 （％）　　　 40　　　 30

　 　 　 　 　 　 　 　 　 結晶　　 母 液

HeOe 　の　　罍 （倍）　　　　　3・0　　　　　　2・Q
「

競珀酸生，
』
嬋 （約）　　 7zo 　　 68ρ
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　酸化澀度は 所要温慶迄上昇 する に 要す る時間は 母 夜の 方が 早い 、
’
又 使用　Glp．t．−Na とi肯ee　Glut．一

／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　

　

．
Na の 潔 黼 の 方 尠 し く多喉   る

〕ζ
ぱ 欄 鰹 多 く生郎 れ る もの と凪 こ

〕
・ 瀦 D 隊

上記 つ 如 き差異、つ b る 原 囚は結 晶中．こ は 殆 しど鐵分を含有せ ざる も母液中．こ は 微量存在 す る に 依 る

もの と推定さる ，結晶及 rJr母
’
夜 こ就 き鹽 化第 2鐵 D 影 響を見た る rc殆 ん ど差は 認め られ ない 。 食鹽

の 添 燃 ま反應 を可 な り阻害する。

購 町の pH は 横 驗．・ 側 股 るta・9 ・ ル カ リ蹴 て 劇 れ 鞭 用する も pH 　7．躙 痃 なせ ば

大差は無 い 。 NHrN （T ．　N ．忙 對 す る ％）と琥珀竣生成 奪と仕大彊 、こ 於て 並行 し て 其値 は極 め て

接近 して ゐ る

．
o　　　　　 ・

　　　 本研航 阪大理 畢部
『
黻 掘 軍士並に 工 鱗 蹶 授飆 博士の 御 va導ltf，itりfr）fこもの で 茲に 兩先

　　　生 の 御厚 意t：對 し深甚 な る 感謝 の 意 な繁げ る 。

（第 1報補遺〉 酸化液及有機酸類 の ヱ ー テ ル

　　　　　　　　　　に 依 る抽出、

　　　　　　　　　　　　　 L

　 第 11ee；c 於て 琥珀：俊り 定 量崋として 反麿夜を琉 竣々 性と して エ ーテ ル に て 3嚇 閥抽嵩し 、 其 抽出

物を一定量 に な し滴定 し、之よ り揮發竣を除 去 した る もの よ り算隅ぜ るが 、 此祭問題 、こな るの は抽

出時間 、被｛ik　i−IJ，物つ濃 変埀に抽 畠時 の 湯浴及 び室灘D 影 響で あ る 。 湯浴優淵慶は 一定 く なし得 る も

氣浬は 垣湿室で 行は ざる限 り正 確を期 し難 い が 、著者等 つ實驗室で は 到底望むべ くもない 。 故 、こ エ

ーテ ル が凝縮 して 冷却器 よ り謫下 ず る 模様 、こ依 り湯浴 0 浬度を加減 した 。 本實驗 Pつ 氣 温は 5〜

20℃ で t： っ た 。 其結果反應 支は 3D：寺間 つ 抽満で 略 々 一・定 となる 。 次 ．こ純 脱珀駿並て 其他 つ有譏酸

類 （マ レ イ ン 酸 ・ フ マ ール 酸 ・ 酒石竣，枸 櫞竣．乳竣、蓚梭） に 就き同様 よる櫨 葺試驗 と行 ぴ た る

に ・ 抽 1｛撮 も困雜 ≧る は 酒 召竣 こ して 4〕：1寺間 つ llh：iltcよ り僅 ，・ 且．7り％ が エ ー f ル に 移行 した に す

ぎない
。 次 で 枸絲酸 つ 31．84％に，して 其瓶謝由線は共、こ直線   で 4 、 る o 抽 融の 容易な る は フ マ ー ル

酸1巴 し て 10時聞 D 彪理 ・こ 狡 り99％カ｛柚 嵩さ る。 然 し共 C ：S 型異性攪た る マ Vl ン 酸は其 D95 ％を抽

、lilする に 4）侍閲を要 する e 純號珀酸に 就て な 濃度高 き程｛11縄 ％は 大 で あるが 3％ 、 1％ 、
　O．4％ ＃．　lc

3塒 間 D 齪 ・q り約99％力舳 1鱒 れ る 。 轍 も比 較的抽5熔 易 ・ して 4畤 閥の 處理 ，ζ炒 約98％

が抽寓さ れ る 。 蓚酸は 工Oj寺問D 虚理 に よ り82％が SthiiGされ た 。

實 驗 の 方 法

　各試料 100ccを須漆・隅川液體｛部 ｛器 （受器は 250cc容 ）に 探 り電氣：定浬浴上 に て エ
ーテ ル で 抽

醗する 。 所定時聞後受器 を零替へ て 抽 5佐 順 次繼綾ナ る 、 抽嵩物tt・一定量．こな し滴定た依 夢其抽出

量 を齪 した ・ グ ル タ ・ ・ 酸 ・一 グ の 躑 ビ夜娯 1・ひ・c を職 雌 廠 し婦 攣・ 辭 祕 ナ．

　　　　　　　　賢
’
驗 結　果
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　A． グ ル タ ミ ン 酸 ソ ー ダ酸化夜 （此 れ こ含育さ れ て ゐ る 琥珀駿の 絶對量が 分 らな 》敬 、 其 抽嵩％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一．L

は 計黜 來軸 ・ 從 つ て期 1腋 を そDOccに な し其 旗 朧 定 し輙 け る i・要 し た N ／10・ N ・OH

の cc 數を以 て した 。 揮發駿き除 去するは 勿論で ある）。

　　　　　　　　　　　　 第

抽出時間　　N／10NaOH 　　 合 ．計
　 　 　 　 　 　 　 　 r

　 、1　　　　　　　　3ま51　　　　　　　　3．51
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
　 3　　　　　　　　　4．42　　　　　　　　 7．93

　 5　　　　　　　　　2．82　　　　　　　　10．75

　 7　　　　　　 222 　　　　　　1Z97

　 10　　　　　　　　2．26　　　　　　　　1523

1 表

抽出時間　 NflO 　NaOH

　 15　　 　 　　 　 1．17

　 謬）　 　 　　 　 O．86

　 25　　　 　　 0．35

　 30　　　　　 022

　 35 ・　　 　　 　 O．16

　 20

　　　

li
・5　　　 10　　　 ！5

柵出時間 →

20
『
　 　 2530 35

合　計

16。40　
’

17．2617

．6117

．8317

．99

B，純宥譏酸類

抽出博澗

q357

．

101520

ゐ

3035

如

　 　　琥　珀　酸
t
一嵒4t −．wwut 、一一■■」

一

．3 ％

L15

・88

・38・Q555
．4167

．8477

．4289

、3594

．4196

．8898

．05 ’
k99

。oo99

．20

1％

17．Q339

．6954

．6765

。5276

．6386

．71gz4895

．5197

、0998

．5399

．22

第

o．4％ ・

蓬L56302

正

45．4657

．8770

．40183

．5490

．28・

94．90　 も
97．23

』

98．6599

．7！

マ レ イの
ノ

酸 3
−
％

　 8．95
　 　 1卩
27，48

引 ．7954

．3竃

64・75
・

78．3986

．2290

．9093

．4795

ρ596

．03

2

フ マ β ル

酸 0．3％

　 33．56

　 8Z86

　 94．28

　 98．OO

　 99．14

表

酒石 酸

　 3 ％

　 o．79

　 1．36

　 3．00

　 4．57

　 6．26

　 8．4010

，◎01L9614

．79

枸櫞酸

　3 ％

3．78

7．761L87

・15916　’

2Q．OO232525

．7931

．84

蓚　酸　 乳　酸

3 ％　　　3 ％

2L69

43．4258

．4469

．2274

．9778

．e58t

．03B2

．10

41 ．19

66．19・

80．8387

．66gz3

里

95．1097

．｛）898

．OQ

上記 を圖示 すれ ぱ次 の 如 くで あ る 。
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100

80

60

釦

20

↑

承

ヨ

も

“
電 ‘

　　　
　　
・

一

唱〜
L

o

ノ 　　 　　 Fl屡．：

　 　 　 　 　 　 　
■
　 　　　 ’

有歟 瓢 工
「 尹ル．紬冊

　　　　、
，〆

　　　　」“
F

．

　　　　5　
」

　 抽出時間 →

FumariC 　acid
’

10

11V
　 O．4％ succinlc 　 acld

攝．　3％　oxallc 　add

要 旨

15 C）　　 　 25

13 ％ succinic 　 acid

￥　3％ Lact 孟c　 acid

覆　　3％　c五tric　acfd 　　
ヒ

30 35　 　　 40

軍　　1％　succinic 　acid

遞 3％ male まc 　acid

lX　3％ Tar 甑 ric 　acid

　上記 試驗に 依 り著者等の實驗に 於 け る が如 き反應液に就て 琥珀酸を エ ー テ ル で紬 出する場合約30

時間 の 抽 出に 依
’
其大部分が エ ー テ ル に移行する もの と考 へ られ る。 叉其他 つ有 磯酸に就 て は琥珀

　 　 t　　 ，
酸？齢 は 3・1

・
　 0・4％ 共に 35時間の 處理 に よ り緲 9％が 抽出され る ・ 3％ tu イ ン 酸は 4塒 聞に

て 96％ 、 フ マ ール 醵は 10時間で 99％ 、 乳酸は 4塒 間で 98％ が抽田され最 も抽 出困難なる は 酒石酸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り
に し て40時聞に て 14β％ ・ 亞 で 枸櫨酸 に しで 40時間に して 約緯％ 、 蓚酸ば40時 間scて 82％が抽 田さ

る J 而 し て分子量並 に 其購造式との 間 に は劃然たる關係 を見寓され な い が （OH ）基を有ずるもρ
．
が 概 じて抽縄が困薙の 樣で あ る 。
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